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１

２

事業期間

（

（
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）

心理職や社会福祉士などの有資格者を確保すべく、専門職要望を通し正職員の配置するなど、充実かつ安定した相談体制
整備を図る。

相談件数や適応指導教室の利用の増加に対し、職員数・機材
・部屋などの環境整備が追い付かない状況となっている。ま
た、心理職やスクールソーシャルワーカー、教員経験者など
の人員確保が難しく、現状の雇用体制では安定的な質の高い
相談の維持に課題が残る。

・市内在住の幼稚園児や小中義務教育学校児童生徒及びその
　保護者や教職員を対象に電話相談及び面接相談を実施す
　る。
・学校へ行きにくくなっている児童生徒に適応指導教室によ
　る援助、指導を行う。
・学校生活サポーター、スクールカウンセラー、スクールソ
　ーシャルワーカーを配置し、児童生徒及び保護者の悩みや
　環境改善などの対応を行う。

電話相談・面接相談の件数は前年度を上回り、問題解決の方
向を示し、事態の深刻化を未然に防ぐ役割を果たした。適応
指導教室の活用も増え、人間的なふれあいを基盤とした集団
生活を通した自主性や適応力を伸ばすような支援を実施した
。学校の相談支援体制充実を図るＳＳ・ＳＣ・ＳＳＷは各々
計画どおり配置でき、相談機会を確保することができた。

・相談センター相談業務（電話相談、面接相談）
・適応指導教室
・学校生活サポーター（ＳＳ）、スクールカウンセラー（Ｓ
Ｃ）、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の活動、報告
・チーム支援会議開催（随時）
・相談員等の研修会開催（年18回）

電話相談件数　　　189件
面接相談件数　　　1,908件
適応指導教室入級生　　11名（体験生・見学者を除く）
適応指導教室延べ出席日数　　783日
学校生活サポーター総活動時間　　　　7,113時間
市費スクールカウンセラー総活動時間　529時間
市費スクールソーシャルワーカー総活動時間　1,120時間
相談員研修会　６回

統合

教育相談事業

職員のみ

01-100102-18 つくば市教育相談センター運営に要す
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つくば教育相談センター条例、つくば市教育相談セン
 ター条例施行規則

　教育上の諸問題、特に不登校に関する相談や対応を行い、
社会的自立の援助や教育機会を確保する。
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H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度
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令和元年度
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任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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Ⅱ 2 (4) 教育現場の支援体制整備

教育局教育相談センター
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(千円)

(千円)
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事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

講師謝礼　120千円
スクールカウンセラー謝礼　2,680千円
スクールライフサポーター謝礼　7,200千円
スクールソーシャルワーカー謝礼　7,602千円
旅費（費用弁償）　154千円

※教育相談員報酬はパートタイム会計年度任用職員への移行に伴い
人事課扱い

      31,431       40,230

拡充

5
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2

2

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。
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学校相談体制整備としてスクールソーシャルワーカーの要望が高く、問題改善に向けての実用性も
高い。また、スクールカウンセラーなどの心理的な支援への要望も依然として高い。県によるこれ
らの派遣事業の拡大が見込めないため、市費によるサポート体制の充実を図る必要性がある。
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平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度
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外壁や屋根に破損個所があるため修繕を実施する。清掃などの維持管理体制は従来どおり実施する。

・建物が築43年と全体的に老朽化しており、今後、水道管な
ど大掛かりな修繕が必要となる。

・施設の補修及び維持管理
・清掃や警備委託等
・業務に必要となる備品等の購入、借用及び維持管理

・清潔な環境整備を進められた。
・老朽箇所の修繕を進め、環境の改善と事故の未然防止に繋
がった。

・長期修繕計画を検討し、維持管理体制を整備する。 ・毎週火・金（祝日及び12/29～1/3を除く）の館内清掃実施
・ワックスがけ　年３回、ガラス・カーペット清掃年１回実
施
・中庭植木剪定　年１回実施
・老朽化した蛍光灯のＬＥＤ交換・網戸修繕・トイレ漏水修
繕・雨樋修繕・壁及び天井補修・ブラインド交換

継続

つくば市教育相談センター維持管理事業

一部委託

01-100102-18 つくば市教育相談センター運営に要す
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つくば市教育相談センター条例

　利用者が快適な環境のもとで安心して相談や活動ができる
ようにするため。
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任意的事務

Ⅰ 2 4 教育現場の支援体制整備
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実行

評価・検証
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教育局教育相談センター
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事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

需用費　2,016千円
役務費　740千円
委託料　998千円
使用料及び賃借料　203千円
備品購入費　64千円
負担金　11千円
職員手当等　720千円

      11,811       10,595

維持
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4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。
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         0.0
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修繕は長期修繕計画に沿って実施する。維持管理業務は必要不可欠なもののみを実施しており、安
全性や衛生面などから継続実施は必須となるため。
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       6,694        5,486        4,752            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度


